
自動車技術の革新とレース活動
本田　宗一郎

〈2001年 殿堂入り〉

念願の初出場、この年ホンダRC141で6、7、8位でチーム賞を獲得した。マン島はイギリス本土とア

快挙

戦、翌年の1965年のF-1シーズン、2戦目のモナコGPから参戦し最終戦のメキシコGPで遂に優
勝、ドライバーはリッチー・ギンサーであった。1967年には、ジョン・サーティースが駆るホンダ
RA300がイタリアGP でF-1において2勝目を挙げた。その他F-2レースにも参戦し1966年にはブラバ
ム／ホンダ快走の11連勝の快挙も成し遂げている。

本田　宗一郎（ほんだ　そういちろう）　略歴

（　　　　　）

社



1961年スウェーデンGPにて高橋国光選手（左手前）、田中健二郎選手（左後方）と本田宗一郎社長

飛行眼鏡を作りスミス号の飛行士をきどる宗一郎　
1914年（大正3年）

本田宗一郎、22歳で独立し、浜松アート商会創立　
1928年（昭和3年）

湯島の自動車修理工場「アート商会」のデッチ小僧時代　（大正末年）

横置きV型12気筒エンジンを搭載したホンダF-1（RA 272）　1965
年（昭和40年）

ホンダ最初のF-1の試作車と本田宗一郎

Automotive Hall of Fame のセレモニー（アメリカ）にて　1989年（平成元年）10月10日

ユニークな空冷エンジンを搭載したホンダ1300と共に
1969年（昭和44年）

FIA授賞式にて同年のワールドチャンピオン、アイルトン・セナ選
手と　1990年（平成2年）12月


